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研究成果概要 
MAGIC collaboration によって、2020 年度、査読付論文 16 編を発表した(次頁)。内訳

は、活動銀河核 8 編, ガンマ線バースト 2、パルサー2、超新星残骸 1 、銀河中心領域

1、未同定天体 1、暗黒物質探索 1 である。さらに、活動銀河核の観測結果の速報 4 件を

ATel に流した。また、学会・国際会議で成果を発表した(次頁)。以下、本研究参加者に

よる貢献の中から一部を紹介する。 
(1) Short GRB 160821B(z=0.16)をバーストトリガーの 24 秒後から、MAGIC で約 4 

時間観測し、ガンマ線(E>0.5 TeV)の検出有意度は 3.1σであった。MAGIC のガン

マ線スペクトルを可視赤外背景放射(EBL)吸収補正した光度は、X 線光度に比べて

5－10 倍高く、Synchrotron-Self-Compton(SSC)モデルでは説明できないことが分

かった。 
(2) 超新星残骸(SNR) Gamma Cygni(年齢 5－10 千年)を MAGIC で観測し、Fermi-LAT

で検出された SNR 本体からのγ線放射に加え、SNR に附随する領域からのγ線を

検出した。電波の分子データとの相関を調べ、SNR から逃走する宇宙線によるπ0

崩壊γ線で説明できることが分かった。 
(3) 活動銀河核 1ES1959+650(Blazar に分類)を、MAGIC を含む多波長で 2016 年に観

測した。γ線フレアが検出された 6 月の多波長スペクトルは、(a) レプトン起源の

場合、ドップラー因子は 30－60 で、典型値 10 より高くなければならないこと、(b)
ハドロン起源の場合、約 100 G という強磁場と陽子の最大加速エネルギー数 EeV
が必要となること、放射されるニュートリノ強度は検出限界以下であること、が分

かった。 
(4) MAGIC で検出された、GRB 190114C のγ線到来時間のエネルギー依存性を調べ、



ローレンツ不変性を検証した。これまでの GRB や AGN 観測から得られた制限値

にほぼ匹敵する制限値を得た。 
(5) GRB 201216C をバーストトリガーの 57 秒後から、MAGIC で観測し、5σ以上で

検出した(ATel#14275)。 
(6) かに星雲を、MAGIC と CTA-LST 初号機で同時観測し、相互較正を行った。 
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